
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年７月 1日 

みずき保育園 

担当 安部 

ほけんだより ７月号 

暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が熱さに慣れていない梅雨明

けや急激に気温が上がった日は特に注意が必要です。普段からの外遊びで体を鍛え、のどが渇

いていなくても水分をこまめに摂取するようにしましょう。 

熱中症は、日射病、熱射病などの総称です。日射病は、

戸外で強い直射日光にさらされることが原因で、熱射

病は室内でも気温の高い場所に長時間いたために起こ

ることが原因です。 

日射病…顔は赤く、呼吸が荒くなります。皮膚感覚

は熱く、体温が上がっても汗が出ず、めま
い・頭痛・吐き気などを伴います。 

 

熱射病…顔は青白く、大量の汗をかきます。皮膚感
覚は冷たく、めまい・吐き気を伴います。 

熱中症の症状 

熱中症 

なぜ子どもは熱中症になりやすい？ 

子どもは体温調節がうまくできず、温度変化の影響
を受けやすい、また衣服の着脱も水分補給も一人で
行うのが難しいため、容易にかかりやすいのです。 

   予防のポイント 
●日中は帽子をかぶって外出をしましょう。日除けのあるベビーカーも照り
返しで暑くなるので、散歩はできるだけ短時間で切り上げましょう。 

●炎天下での遊びは、長時間に及ばないよう注意しましょう。海や屋外プー
ルなどの水辺でも、30 分毎に日陰で休息をとるようにしましょう。 

●肩まで隠れる、吸湿性、吸水性に優れた衣服を選びましょう。 
●水分補給は、電解質の入っている経口補水液などの飲み物を与えましょう。 

車や家の中でも熱中症になります 
特に車中では、気温が高くなくても高温になるの
で、子どもを一人にするのは絶対に避けましょう。 

夏かぜ 

大人の夏かぜは症状が穏やかな場合が多いのです

が、子どもの場合は症状が重くなることがありま

す。プールを介して感染することが多い「プール熱」

や、口内炎のできる「ヘルパンギーナ」、手・足・口

に水ほうができる「手足口病」などは、子どもがか

かりやすいウイルス性の夏かぜの代表格で、症状の

変化に注意が必要です。高熱が出て嘔吐などが見ら

れる時は、医療機関を受診しましょう。予防法は、

冬場とあまり変わりません。部屋の乾燥を防ぎ、手

洗いをしっかり行い、ビタミンＣをしっかりととっ

て規則正しい生活を心がけましょう。 

爪はきれいかな？ 

６月のおたよりでもお伝えしましたが、怪我予防や衛

生的にも手・足の爪はきれいですか？子どもたちは

様々な物に触れるため、爪（つめ）の中に汚れが入っ

たり、伸びていると欠けたりしてしまいます。汚れが

溜まると炎症を起こし、爪の病気になってしまうの

で、手洗いで落としきれない汚れは、お風呂できれい

に落としてあげましょう。 

また、爪が長いとどこかにひっかけたり、お友達を傷付

けてしまうことにもなりかねません。おうちでは定期

的に切るようにお願いします。 

プールを楽しむためのお約束 

＊前日はしっかりと睡眠をとる。 

＊当日朝はしっかり朝ごはんを食べる。 

＊手足の爪はのびていない。 

＊目ヤニや充血はない。 

＊鼻水や咳、熱等、風邪症状がない。 

＊下痢や軟便をしていない。 


